
困難女性自立支援事業 【長岡市】

DVや性暴力、ストーカー、家族関係の悪化等、女性が抱える問
題は多様化、複雑化しており、その支援内容は様々で、自宅以外
での安全な場所の確保を必要とするケースは多い。

地域の実情と課題

定住自立圏域である近隣市町に周知を行い、市域を越えた相
談・支援を実施した。
事業番号4「地域女性つながり支援事業」と緊密に連携し、他事

業で掘り起こした相談内容に対して、当事業での支援が適してい
ると思われる場合には、当事業の支援メニューで対応した。
ＤＶに関する相談は、「長岡市配偶者暴力相談支援センター」と

情報を共有し、支援を必要とする当事者については相互に協力し
て対応した。

連携団体

女性の居場所づくりとして実施した自立支援グループワーク事業
は、大変好評を得たが、予約制で回数も３回であったため、今後は
入退場自由のフリースペースの形とするなど、さらに参加しやすい
場所を設ける。それにより、アウトリーチの役割も果たすため、支
援が必要であるにもかかわらず相談支援につながらなかった女性
たちを支援につなげられる効果が期待できる。

今後の課題
ステップシェルターでは、親兄弟など配偶者以外の親族との関係

悪化等により居場所を確保したい女性を中心に、同行支援を受け
ながら就職活動や住居探し等を行い、新たな生活へつながった。
自立支援グループワーク事業では、女性たちが興味を持ち・参

加してみたいと思ってもらえる企画を合わせて行うことで、その場
で不安や悩みの相談を聞けた方やその後の面接相談につながっ
た方など、相談支援へのハードルを下げる効果があり、アウトリー
チの役割も合わせて果たすことにつながった。

事業の効果

複数の課題が絡み合って複雑化した問題により、心身にダメージ
を受けた女性に次のステップに進むための回復の場を提供すると
ともに、自立のために社会性を取り戻す。
【目標と達成状況】
・ステップシェルター事業利用者 10人 →達成状況 ５人
・自立支援グループワーク利用者 20人 →達成状況 45人

目的・目標

女性の自尊心や自己肯定感の回復、自立のための社会性を取
り戻すため、女性支援活動の実績を持つＮＰＯ法人女のスペース・
ながおかに委託して、事業を実施した。

事業の特徴

個別事業費 ６，６００ 千円

交付金額 ４，４５５ 千円

事業番号 ５



事業の概要

ステップシェルター事業

ＤＶや性暴力、ストーカー、家族関係の悪化その他の理由で、自宅以外での安全
な場所の確保を必要とする方に対して、安全安心な空間で心身の傷を回復し、自立
した生活への準備として就職活動や住居探し、行政手続き等への同行支援など、中
・長期できめ細かく対応した。（利用者：５名、稼働日数：136日）

自立支援グループワーク事業

参加者同士が互いの悩みや経験について話し合い、気持
ちを共有することにより課題の解決に向けたヒントを得て
いくプログラム。同じ境遇を体験した者同士の共感や仲間
意識によるエンパワメント効果が、回復の助けとなり、次
のステップに進むための力を養った。
（開催回数：３回、利用者：延べ４５名）
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